
                              

                                                           

                               

                            

           

 

                  

 

「なぜ」、「どうして」を大切に         校 長  山下 靖雄 

 

社会の進歩、とりわけ IT関係の技術革新のスピードは目覚ましいものがあります。先日、家を整理しているとお

しれの奥から、私が幼稚園で描いた絵が出てきました。その絵には街中で大きなトランシーバーのようなものを使

って会話をしている人々の姿。腕時計に向かって話しかけている人々。そんな風景が描かれていました。しかしど

うでしょう、今やその風景は現実のものとなっています。５０年前には夢のような風景でした。また、その絵には

空中を飛ぶ自動車も描かれていました。もはやその技術の実現も間近といわれています。その当時は、自分の身の

周りには不思議なことばかりありました。実に「なぜ」、「どうして」が多い幼少期であったと思います。そしてそ

のことは自分で本を調べるという行動につなげてくれました。当時はインターネットやスマートフォンなどあるは

ずもなく、解決の手段は周りの大人に聞くこと、そして本で調べることでした。両親も、そんな自分を煙たがるこ

となく相手をしてくれたことが自分にとってはありがたいことでした。また、学校で学習したことは実生活で追体

験をすることに興味津々でした。小学校４年生のときに自分の乗っている自転車に光るブレーキランプをつけたく

なり、理科で学習した回路を応用すればブレーキハンドルを握ったときにランプが点灯する仕組みを作れると考え、

試行錯誤を繰り返し、完成までたどり着きました。友達には馬鹿にされましたが、世界に一台の自分のマシンに誇

りを感じました。何よりも自分の力でやり遂げたこと、問題を解決できたことに喜びを感じました。結局そのシス

テムは２～３日後には崩壊しましたが、とても鮮明な記憶として残っています。 

今は調べたいことがあればすぐにタブレット PC を起動させインターネット検索をすればさも自分が知っていた

知識のように話すことができます。また、コピー＆ペーストでインターネット上の文章を切り出すことも容易にで

きます。そんな環境にいると「なぜ」「どうして」を感じる機会が減ってくるのではないかと危惧しています。「ど

うせ検索すればすぐに分かるから」といって考えることをしなくなっては困ります。ぜひご家庭でもお子さんの「な

ぜ」、「どうして」を大切に扱ってあげていただきたいと思います。そして一緒になって考え、問題解決の後押しを

していただければ幸いです。これからの社会に求められる「学力」にも大きく関わっています。 

 

現在、私からは「本」を使って調べる「校長先生に挑戦」を実施しています。

５月３０日（月）の出題で７つの問題に取り組んでもらいました。一回目から

問題を振り返ると、 

①「空はなぜ青く見えるのか」 

②「どうしたら速く走ることができるのか」 

③「こどもの日になぜこいのぼりを上げるのか」 

④「SDGｓとは何か」 

⑤「船はどうして浮かぶのか」 

⑥「なぜ眠くなるとあくびはでるのか」 

⑦「海の水はなんでしょっぱいのか」 

これらのうち④以外は全て自分が子供のころに感じていた「なぜ」です。毎

回１００名近い児童が名解答を寄せてくれています。本校の子供たちの学び

の姿に感心しています。学校の図書室には本を探す子供たちが多数集まって

きています。そして、図書室の司書の方に本の在処についてヒントをもらお

うとするなどの自らアクションを起こす子供も増えてきています。江戸川区

の独自教科「読書科」の学習とも関連させています。 

 

 

 

我々教員が日ごろ行っている授業もこの「なぜ」「どうして」を大切にしているかによって、子供の学びが主体

的なものになるか受動的なものになるかの分かれ道になります。今後も、子供が自ら学ぶ姿勢を貫けるよう「なぜ」

「どうして」を多く引き出せる学習指導を目指していきたいと思います。 

 

 

江戸川区立船堀小学校 
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令和４年５月３１日 

 

毎週、こうして一生懸命調べたことを解答として提出してくれています。自分の力で新しい知識を得たことに多

くの喜びを感じています。 
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今年度の生活指導 

きょうだい学年で遠足楽しみました！ 

６年生 日光へ行ってきました！ 

３年ぶりの登校班活動は多くの保護者、地域の方々のご理解・ご協力のもと実施することができてい

ます。ありがとうございます。６月は「ふれあい月間」です。期間中に実施する「ハッピーレター活動」で

は、友達のよいところをカードに書いたり、発表したりしてお互いを認め合う態度を養います。そして、

お互いを褒め合うことで自身の自己肯定感が高まることも期待しています。HyperＱ－Ｕ調査では、各

学級で児童がどんな気持ちでいるのかを把握し、児童の成長の在り方について考え、これからの指導

に活かしてまいります。                                生活指導主任 寺田 淳一 

 


